
Ⅰ　はじめに

　岐阜県美濃市で生産される美濃和紙は，経済産業省

が指定する伝統的工芸品である。その中でもコウゾ

（Broussonetia kazinoki × B. papyrifera）のみを原料とし，

一定の要件を満たした製法により生産されるものを本美

濃紙という。本美濃紙は1969年に国の重要無形文化財

に指定され，2014年に「日本の手漉き和紙技術」とし

てユネスコ無形文化遺産へ登録された（文化庁 2014，

UNESCO 2014）。

　コウゾのみを原料とする本美濃紙の生産および製造技

術の維持には，安定したコウゾの生産が必要不可欠であ

る。コウゾは，岐阜県内において美濃市などで生産さ

れているが，その生産量はわずかである。また，1975

年に3170 tであった国内のコウゾの生産量は，2012年

には69 tと大きく減少している（日本特産農産物協会 

2013）。

　和紙の原材料に用いられるコウゾは，根元から萌芽し

一定の長さ以上に成長した一年枝（以下，当年枝）であ

る。コウゾは前年にすべての枝が刈り取られ，その伐根

から5月上旬頃に当年枝が萌芽する。その当年枝を成長

休止期に収穫し，靭皮繊維を和紙の原料として利用する

（日本特用林産振興会編集部 2008）。このため，当年枝

の欠損や成長不良は，コウゾの減収を招き，和紙の生産

に影響を及ぼす可能性がある。

　2014年に岐阜県美濃市蕨生のコウゾ生産地において，

ニホンジカ（Cervus nippon，以下シカという）によるコ

ウゾの採食が発生した（岡本ら 2015）。野生獣類によ

る採食はコウゾ当年枝が欠損する一因である。餌として

のコウゾの選択性の高さなど，野生獣類によるコウゾの

採食傾向は明らかになっていない。その採食傾向を明ら

かにすることは，コウゾの採食を防止する対策の必要性

やその方法を検討するために必要不可欠である。そこで，

シカによる採食が発生した岐阜県美濃市内のコウゾ生産

地において，コウゾの採食痕調査と，コウゾの周辺に生

育する植生の調査およびそれらの採食痕調査を行い，コ

ウゾに対するシカの採食傾向を検討した。

Ⅱ　方法

　1．調査地

　2015年 6月 24日に岐阜県美濃市片知地内のコウゾ生

産地（標高 150m，面積 1 .8ha）の一部に調査地を設定

した（図-1）。この一帯では，約 20年前からコウゾが

栽培されているが，これまで野生獣類によるコウゾの
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採食は発生していなかった。しかし，2015年 6月初旬

に生産地へのシカの出没が，同年 6月 11日にコウゾに

シカの採食痕がそれぞれ確認された。調査地では，下

刈やコウゾの脇芽かきなどの管理は実施されていない。

調査地に最も近い美濃気象観測所における年平均気温

は14 .6℃，年平均降水量は2153 .3㎜である（気象庁 

2015）。

　2．調査方法

　調査は2015年6月24日，調査地内のコウゾ60株から

無作為に抽出した11株を対象に実施した（図-1）。本調

査では，途中から分枝した脇芽（梢端が枯損した時に発

生する新しい枝）も含め株元から萌芽した1本の萌芽枝

を1本の当年枝として定義し，調査対象株から萌芽して

いるすべての当年枝（n=101）について，採食痕の有無

および梢端部までの高さ（採食により梢端部が欠損した

個体については，欠損部までの高さ）を測定した。次に，

採食を受けた当年枝または脇芽の本数を当年枝ごとに計

数し，その値を採食頻度とした（図-2）。最後に，各調

査対象株を中心に1m四方の方形枠を設定し，その中の

出現種とそれぞれの植物の採食痕の有無および，方形枠

内の植被率と最大高を測定した。ある植物が出現した方

形枠数を出現数，採食が確認された方形数を採食数，出

現数を採食数で除したものを採食割合として集計した。

なお本調査で確認されたすべての採食痕は，採食部が引

きちぎられたように繊維が残っていたことから，シカに

よる採食（農林水産省森林総合研究所鳥獣管理研究室 

1992）と判断した。

Ⅲ　結果

　調査対象株ごとの採食割合は，33 .3％から100％で

あった（表-1）。また，調査対象株のすべての当年枝

101本のうち，85 .1％にあたる86本が採食されてい

た（表-1）。採食された当年枝のうち採食頻度 1が74本

（86 .0％），採食頻度 2が11本（12 .8％），採食頻度 3が

1本（1 .2％）であった。

　植生調査の結果，14種の草本植物が認められた（表

-2）。出現数はイノコヅチが10枠，センダングサ属の一

種が7枠，ヤブマメが5枠，オナモミ，カキドオシ，カ

モジグサ，シロザ，ヘビイチゴがそれぞれ2枠，サツマ

イモ属の一種，タチイヌノフグリ，ツユクサ，ノブドウ，

ハコベ属の一種，ヨモギ属の一種がそれぞれ1枠であっ
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図-1．調査位置図 図-2．コウゾの採食頻度区分例

表-1．コウゾ株ごとの当年枝の採食状況



－９－

表
-
2
．

方
形

枠
内

の
出

現
種

と
採

食
状

況

表
中

の
 ○

 は
出

現
と

採
食

痕
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
を

示
し

，
×

 は
出

現
の

み
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
を

示
す

。

※
１

）
 種

同
定

で
き

な
か

っ
た

た
め

，
採

食
報

告
の

有
無

を
確

認
で

き
な

か
っ

た

※
２

）
 コ

ウ
ゾ

を
除

く



た（表-2）。出現植物のうち採食が確認できたのはイノ

コヅチのみであり，採食割合は10枠中5枠（50％）であっ

た（表-2）。植被率は65％から100％の値をとり，平均

87 .3％であった（表-3）。コウゾ株ごとの当年枝の平均

高は10 .8㎝から61 .3㎝であり，周辺植生の最大高は52

㎝から110㎝であった（表-4）。

Ⅳ　考察

　株ごとの採食割合（表-1）に差はあるが，すべての

調査対象株の当年枝で採食が確認されたこと，コウゾの

当年枝の採食割合は85 .1％（表-1）と高かったことか

ら，シカは道際などの特定のコウゾ株を採食するだけで

はなく，調査地全体のコウゾ株の当年枝を採食する傾向

にあったと考えられた。

　採食頻度調査の結果，採食頻度 1の割合が最も高かっ

た（86 .0％）ことから，採食が確認されたほとんどの

当年枝は，再び採食対象となるまで当年枝が伸長する時

間がなかったと推測された。一方で，採食頻度 2および

採食頻度 3の当年枝が12本（14 .0％）確認された。こ

れは，コウゾの当年枝が伸長を始めてから調査を行うま

での2 ヵ月間に，伸長した当年枝が採食を受けた後に，

脇芽から伸長した当年枝が再び採食されたためと考えら

れる。採食を受けてから，当年枝が伸長するには一定の

期間が必要であることから，複数回の採食が確認された

当年枝は，最初に採食痕を確認した6月 11日よりも早

い時期に採食を受けた可能性が高い。このことは，コウ

ゾの当年枝が十分に伸長するのであれば，シカがコウゾ

を何度も採食する可能性を示唆している。

　植生調査により確認された草本植物 14種のうち，他

地域においてシカによる採食が確認されているのはイ

ノコヅチ（御厨 1975，藤木 2012），カキドオシ（藤木 

2012），カモジグサ（田村 2009），ヘビイチゴ（尾崎 

2006），ツユクサ（御厨 1975，藤木 2012），ノブドウ（御

厨 1975）の6種であった（表-2）。このうち今回の調査

で採食が確認されたのはイノコヅチのみであり，その採

食割合は低かった（表-2）。今回の調査は採食が発生し

た後に実施したため，採食が発生した時の周辺植生の生

育状態や，コウゾとの高さ関係は不明である。しかし，

採食頻度 1の当年枝の割合が最も高かった（86 .0％）こ

とから，多くのコウゾは採食を受けてから調査を実施す

るまでの期間が短かったと推測される。また，調査時の

植被率が高かった（表-3）こと，周辺植生の最大高が

最小でも52㎝あった（表-4）ことから，当年枝が採食

を受けた時にその周辺に他の植生が生育していなかった

とは考えにくい。したがって，シカが他の採食対象とな

る植物をほとんど採食せず（表-2）に，コウゾを高い

割合で採食していた（表-1）ことは，シカが本調査で

確認された14種の草本植物に比べ，コウゾを採食する

傾向にあることを示唆している。

　今後はコウゾに対するシカの採食傾向をより明確にす

るために，採食防止柵を用いてシカによる採食を一切排

除し一定期間後に柵内外の植物の生育状態を比較する調

査（前後差法）などにより，萌芽直後の採食状況および

年間を通じた継続的な調査を実施する必要がある。

　本研究を実施するにあたり，岐阜県美濃市産業課の河合健成

氏および，美濃市こうぞ生産組合の皆さまには，多大なる協力

をいただいた。ここに記して厚くお礼申し上げる。
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